
平成21年5月、第4回国土開発幹線自動車道建設会議の議を経て整備計画が決定する
とともに、事業化されました。現在は、設計及び用地取得を進めています。

早期完成に向けて

東京都都市整備局 都市基盤部 街路計画課 外かく環状道路係
〒163-8001 新宿区西新宿2-8-1 東京都庁第二本庁舎22階南側

TEL（03）5388-3279（直通）

７

外環は、都心部の慢性的な渋滞を解消し、国際競争力を高めるとともに快適で利便性
の高い都市を実現する上で必要不可欠な道路です。都は国の事業の一部を受託するなど、
工程短縮に向けて必要な協力を行なってまいります。

また、沿線区市と連携し、早期完成に向け積極的に取り組んでまいります。
なお、東名高速道路以南の区間についても、国と都による検討の場を設置し、具体化

に向けた検討を実施してまいります。

外環外環 （東京外かく環状道路）（東京外かく環状道路）

【お問い合わせ先】

登録番号（24） 24 平成24年度

関越道～東名高速間関越道～東名高速間

HPアドレス http://www.toshiseibi.metro.tokyo.jp/kiban/gaikaku/index.html

～外環の早期完成に取組んでいます～
外環は、都心部の慢性的な渋滞を解消し、国際競争力を高めるとともに、快適

で利便性の高い都市を実現する上で必要不可欠な道路です。
関越道から東名高速までの区間は、平成２１年５月に事業化され、国とNEXCO

東日本、中日本各社が整備をしています。都としても、外環の一日も早い完成に
向け、国などに対し強く働きかけるとともに、必要な協力を行うなど、積極的に取
組んでまいります。

８

東京都建設局 三環状道路整備推進部 整備推進課 企画係
〒163-8001 新宿区西新宿2-8-1 東京都庁第二本庁舎25階北側

TEL（03）5320-5172（直通）

●外環の事業実施に関すること

●外環の計画、外環の地上部街路に関すること

〔出典：国土交通省資料を一部改変〕

HPアドレス http://www.kensetsu.metro.tokyo.jp/douro/sankanjyo/index.html
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①慢性的な渋滞の緩和

②広域交通の利便性を向上

③大気環境の改善

首都圏では放射方向に比
べ環状方向の道路整備が著
しく遅れてきたため、慢性
的な道路渋滞が発生し、都
市機能における最大の弱点
となっています。渋滞の原
因の一つとして、都心に用
のない車(通過交通)が流入
していることが挙げられま
す。｢三環状道路」の一つ
である外環を整備し、こう
した通過交通を排除するこ
とにより、都心部の慢性的
な渋滞を解消します。

外環とは１

２

３

外環の必要性

外環の主な整備効果

２１

外環が整備されると、通過交通がバイパスされ、
都心に集中していた車が分散されます。その結果、
都心部の交通量が減少し、スムーズな交通の流れ
となることが期待されます。特に、環状第８号線
や首都高速３号線、４号線などを利用していた通
過交通が外環に転換することにより、これらの道
路の渋滞緩和が期待されます。

外環が整備されると、環状第８号線経由で約６
０分掛かっていた関越道～東名高速間が約１２分
で接続され、大幅な時間短縮が可能になります。

自動車から排出される二酸化炭素、
窒素化合物、浮遊粒子状物質の量は、
自動車の走行速度が高まるにつれ減少
する傾向にあります。

現在の都心部は慢性的な渋滞が発生
しており、自動車が低速で走行してい
ることから、より多くの排出ガスが発
生していると考えられます。

外環の整備により、交通の流れがス
ムーズになり、走行速度が向上するた
め、地球温暖化の原因とされる二酸化
炭素など、排出ガスの大幅な削減が期
待できます。

・大幅な移動時間の短縮や
定時性の確保が期待されます

※平成17年道路交通センサスの混雑時平均旅行速度、設計速度により算出

〔出典：国土交通省資料〕

・浮遊粒子状物質（SPM）

・窒素酸化物（NOX）

・二酸化炭素（CO2）

〔出典：国土交通省資料に一部加筆〕

〔出典：国土交通省資料に一部加筆〕

東京外かく環状道路（外環）は、都心から約１５kmの圏域を環状に連絡
する延長約８５kmの道路です。このうち、関越道と連絡する大泉JCTから
三郷南ICまでの約３４kmが供用中、三郷南ICから東関東自動車道までの約
１６kmについては、平成２７年度の開通に向け、工事が進められています。

東京都内区間のうち、関越道から東名高速までの約１６kmについては、
平成２１年５月に事業化され、平成２２年１月より測量及び地質調査等を
実施し、現在は、設計及び用地取得を進めています。

平成２４年４月、関越道～中央道についてはNEXCO東日本が、中央道～
東名高速はNEXCO中日本が、国土交通大臣の事業許可を受け、国土交通省
とともに事業主体として決定しました。

また、東名高速から湾岸道路までの約２０ｋｍについては、予定路線に
位置づけられています。

※未供用区間のIC・JCT名は仮称です。

4.3

20 万本分に相当

約 倍の植林に相当

山の手線内側の面積
(約65km2)の

関越⇔東名
移動時間１／５に！

約 万台の

トラックに相当※

260

〔整備後〕
外環利用

約１２分

〔整備前〕
環状第８号線利用

約６０分

約 万台の

トラックに相当※

260約 万台の

トラックに相当※

260

約１２分

約６０分



４ 外環の計画概要

３ ４

横断面図

縦断面図

平面図

路線名：都市高速道路外郭環状線
昭和４１年７月都市計画決定 平成１９年４月都市計画変更

環状第８号線

環状第８号線
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都は、都市計画変更の後も、地域の意見や考え方を直接取り入れるため、沿線の各区市におい
て地域課題検討会を実施するなど、国や沿線区市と共に、地域ごとの話合いを重ねてきました。

平成２１年４月、地域課題検討会やオープンハウスなどを通じて頂いた、環境対策、アクセス
道路の整備、まちづくり等についての各地域の意見や要望に対して、国と都の考え方を「対応の
方針」として取りまとめ、公表いたしました。

今後は、事業の各段階において「対応の方針」に基づき、地域の各課題に対して詳細な検討を
実施します。また、今後の詳細な検討においても、地域の皆様のご意見を聴きながら進めてまい
ります。

建設大臣が「地元と話し得る条件の
整うまでは強行すべきでない」旨の答弁
(S45年10月)

石原知事現地視察(武蔵野市、練馬区)
(H11年10月)

石原知事、扇国土交通大臣現地視察
(武蔵野市、三鷹市)(H13年1月)計画のたたき台公表

(H13年4月)

説明会

PI外環沿線協議会発足(H14年6月)

PI外環沿線会議発足(H17年1月)

当初都市計画決定(高架方式)
(S41年7月)

オープンハウス開設

都市計画変更決定(地下方式)
(H19年4月)

地域ごとのPI開催(H20年1月)

都市計画手続
環境影響評価手続

合意形成に向けた取組み 事業化手続き他

都市計画変更手続(H18年6月)

計画概念図公表(H17年10月)

｢東京外かく環状道路（関越道～
東名高速間）に関する方針につ
いて｣公表(H15年3月) 

環境影響評価方法書公告
(H15年7月)

５ 「対応の方針」について ６ 外環（関越道～東名高速間）の主な経緯

５ ６

S41年

H11年

H12年

H13年

H14年

H15年

H16年

H17年

H18年

H19年

H20年

沿線区市長意見交換会(H14年1月)

｢基本計画｣の決定(H20年1月)

(H16年10月)

〔写真出典：国土交通省資料〕

H21年

｢整備計画｣の決定、事業化(H21年5月)

・都は都市計画道路を計画的かつ効率的に整備するため、概ね１０年間
で優先的に整備すべき路線を選定し、事業化計画を策定しています。

・一部の路線について、外環本線の事業にあわせて整備を行うとともに、
その他の路線についても道路整備等について検討します。

「対応の方針」公表(H21年4月)

地域ごとのPI（地域課題検討会）

オープンハウス

・開削部の浅層地下水の流れを遮断する対策として地下水流動保全工法
を採用することから、地下水の水位は保全されると考えます。

・環境保全措置の効果を検証するため、事後調査を行います。
調査の結果については、関係機関と連携を図り、適宜公表します。

・トンネル出口坑口においてジェットファンの設置や換気機による集中
排気によりトンネル内空気の漏れ出しを抑制します。

・換気塔からトンネル内の空気を放出する前に浮遊粒子状物質(ＳＰＭ)
を含む煤じんを極力除去できる除じん装置を換気所に設置します。

・ジャンクション周辺地域の良好なまちづくりの円滑かつ効率的な進捗
を図るため、必要に応じて区市のまちづくりの支援や協力に努めます。

・事業実施に伴い分断される道路、通学路等については、現地の状況を
把握した上で、機能確保に努めます。

●｢対応の方針｣の構成

第１章 計画概要

東名ジャンクション周辺地域

狛江市地域

中央ジャンクション周辺地域

武蔵野市地域

杉並区地域

青梅街道インターチェンジ周辺地域

大泉ジャンクション周辺地域

第２章 地域における
課題と対応の方針

地域ごとに

環境 交通 まちづくり

安全・安心 工事中

用地補償 計画検討の進め方

などの項目について、

頂いた意見とこれに対する

国と都の対応の方針をとりまとめ

～「対応の方針」から一部を抜粋し、表現を簡略化しています～●｢対応の方針｣の内容

第3回国土開発幹線自動車道建設会議
(H19年12月)

第4回国土開発幹線自動車道建設会議
(H21年4月)

【大気質】

【地下水】

H22年

「事業の概要及び測量等の実施に関する

「基本設計及び用地に関する説明会」H23年

国と都の間で大泉JCT地域における「用地事務
委託契約」を締結（H22年5月）

H24年 東名JCTにおいて準備工事に着手（H24年3月）

事業主体の決定（H24年4月）
関越道～中央道：国・NEXCO東日本
中央道～東名高速：国・NEXCO中日本

昭和４１年、高速道路の外環とともに、都内の都市計画道路ネットワーク
の一部として、外環ルート上に、「外環ノ２」という地上部の街路の都市計
画を決定しています。三鷹市内の東八道路から練馬区内の目白通りまでの約
９ｋｍにわたる、幅員４０ｍの都市計画道路です。

都は、平成２０年３月に「外環の地上部の街路について（検討の進め
方）」を公表し、検討の視点と検討のプロセスを明らかにしました。これに
基づき、環境、防災、交通、暮らしの４つの視点で、地上部街路の必要性や
あり方などについて、広く意見を聴きながら検討を進め、都市計画に関する
都の方針を取りまとめていくこととしています。

検討に当たっては、外環本線について話し合う場とは別に、地上部街路に
関する話し合いの場において、地元の皆様との話し合いを行ってまいります。

なお、外環の整備が進められている大泉JCT地域では、外環本線の事業区域
と既存の都道が重複していることなどから、外環の地上部街路のうち目白通
りから練馬主要区道33号線までの約１kmの区間について、整備事業に着手し
ます。残りの区間については、引き続き話し合いや検討を進めてまいります。

７ 外環の地上部街路について

PI外環沿線協議会2年間の取りまとめ

説明会」実施（H21年12月）

実施（H23年1月）

NEXCO中日本は東名JCTにおけるトンネル立坑
工事を公告（H24年6月）

大泉、中央及び東名JCT地域の一部で道路区域
決定（H22年8月・11月）


